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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　約２５ｗｔ％から約７０ｗｔ％のＺｎＢｒ２、
　約５ｗｔ％から約５０ｗｔ％の水、および
　１種または複数の第四級アンモニウム剤
を含む、双極静止二次亜鉛臭素電気化学セルで使用するための電解質であって、
　前記電解質は、約０．０５ｗｔ％から約１０ｗｔ％の前記１種または複数の第四級アン
モニウム剤を含む、電解質。
【請求項２】
　約１ｗｔ％から約１５ｗｔ％のＫＢｒ、
　約５ｗｔ％から約２０ｗｔ％のＫＣｌ
さらに含む、請求項１に記載の電解質。
【請求項３】
　約２７ｗｔ％から約４０ｗｔ％のＺｎＢｒ２を含む、請求項１または請求項２に記載の
電解質。
【請求項４】
　約１．５ｗｔ％から約７．５ｗｔ％のＺｎＣｌ２を含む、請求項１から３のいずれか一
項に記載の電解質。
【請求項５】
　約３０ｗｔ％から約４５ｗｔ％の水を含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の電
解質。
【請求項６】
　約２ｗｔ％から約１０ｗｔ％のＫＢｒを含む、請求項１から５のいずれか一項に記載の
電解質。
【請求項７】
　約７ｗｔ％から約１７ｗｔ％のＫＣｌを含む、請求項１から６のいずれか一項に記載の
電解質。
【請求項８】
　約０．５ｗｔ％から約１０ｗｔ％のグリムをさらに含む、請求項１から７のいずれか一
項に記載の電解質。
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【請求項９】
　前記グリムが、モノグリム、ジグリム、トリグリム、テトラグリム、ペンタグリム、ヘ
キサグリム、またはこれらの任意の組合せを含む、請求項８に記載の電解質。
【請求項１０】
　前記グリムがテトラグリムを含む、請求項８または請求項９に記載の電解質。
【請求項１１】
　ＤＭＥ－ＰＥＧ、ジメチルエーテル、またはこれらの任意の組合せから選択される、約
０．５ｗｔ％から約２．５ｗｔ％のエーテルを含む、請求項１から１０のいずれか一項に
記載の電解質。
【請求項１２】
　前記電解質がＤＭＥ－ＰＥＧを含み、前記ＤＭＥ－ＰＥＧが約３５０ａｍｕから約３０
００ａｍｕの平均分子量を有する、請求項１１に記載の電解質。
【請求項１３】
　前記ＤＭＥ－ＰＥＧが、ＤＭＥ－ＰＥＧ　２０００、ＤＭＥ－ＰＥＧ　１０００、また
はこれらの組合せである、請求項１１または１２に記載の電解質。
【請求項１４】
　約１ｗｔ％から約２ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　２０００を含む、請求項１１から１３の
いずれか一項に記載の電解質。
【請求項１５】
　約０．２５ｗｔ％から約０．７５ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　１０００を含む、請求項１
１から１４のいずれか一項に記載の電解質。
【請求項１６】
　約１ｗｔ％から約２ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　２０００、および約０．２５ｗｔ％から
約０．７５ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　１０００を含む、請求項１１から１５のいずれか一
項に記載の電解質。
【請求項１７】
　約０．１ｗｔ％から約１．０ｗｔ％のアルコールをさらに含み、前記アルコールが水に
対して実質的に混和性である、請求項１から１６のいずれか一項に記載の電解質。
【請求項１８】
　前記アルコールが、メタノール、エタノール、１－プロパノール、イソ－プロパノール
、１－ブタノール、ｓｅｃ－ブタノール、イソ－ブタノール、ｔｅｒｔ－ブタノール、ま
たはこれらの任意の組合せから必要に応じて選択された、Ｃ１～４アルコールを含む、請
求項１７に記載の電解質。
【請求項１９】
　約０．２５ｗｔ％から約０．７５ｗｔ％のｔｅｒｔ－ブタノールを含む、請求項１７ま
たは１８に記載の電解質。
【請求項２０】
　約０．５ｗｔ％から約５ｗｔ％のＣ１～１０グリコールをさらに含む、請求項１から１
９のいずれか一項に記載の電解質。
【請求項２１】
　前記グリコールが、エチレングリコール、プロピレングリコール、１，３－ブチレング
リコール、１，４－ブチレングリコール、ネオペンチルグリコール、ヘキサレングリコー
ル、またはこれらの任意の組合せを含む、請求項２０に記載の電解質。
【請求項２２】
　約０．２５ｗｔ％から約２．５ｗｔ％のネオペンチルグリコールを含む、請求項２０ま
たは請求項２１に記載の電解質。
【請求項２３】
　約０．０５ｗｔ％から約２０ｗｔ％の１種または複数の第四級アンモニウム剤をさらに
含む、請求項１から２２のいずれか一項に記載の電解質。
【請求項２４】
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　前記１種または複数の第四級アンモニウム剤が、塩化アンモニウム、臭化テトラエチル
アンモニウム、臭化トリメチルプロピルアンモニウム、臭化Ｎ－メチル－Ｎ－エチルモル
ホリニウム、臭化Ｎ－メチル－Ｎ－エチルモルホリニウム（ＭＥＭＢｒ）、臭化１－エチ
ル－１－メチルモルホリニウム、臭化Ｎ－メチル－Ｎ－ブチルモルホリニウム、臭化Ｎ－
メチル－Ｎ－エチルピロリジニウム、臭化Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリエチル－Ｎ－プロピルアンモ
ニウム、臭化Ｎ－エチル－Ｎ－プロピルピロリジニウム、臭化Ｎ－プロピル－Ｎ－ブチル
ピロリジニウム、臭化Ｎ－メチル－Ｎ－ブチルピロリジニウム、臭化１－メチル－１－ブ
チルピロリジニウム、臭化Ｎ－エチル－Ｎ－（２－クロロエチル）ピロリジニウム、臭化
Ｎ－メチル－Ｎ－ヘキシルピロリジニウム、臭化Ｎ－メチル－Ｎ－ペンチルピロリジニウ
ム、臭化Ｎ－エチル－Ｎ－ペンチルピロリジニウム、臭化Ｎ－エチル－Ｎ－ブチルピロリ
ジニウム、二臭化トリメチレン－ビス（Ｎ－メチルピロリジニウム）、臭化Ｎ－ブチル－
Ｎ－ペンチルピロリジニウム、臭化Ｎ－メチル－Ｎ－プロピルピロリジニウム、臭化Ｎ－
プロピル－Ｎ－ペンチルピロリジニウム、臭化１－エチル－４－メチルピリジニウム、臭
化１－エチル－２－メチルピリジニウム、臭化１－ブチル－３－メチルピリジニウム、臭
化セチルトリメチルアンモニウム、およびこれらの任意の組合せからなる群から選択され
る第四級アンモニウム剤を含む、請求項２３に記載の電解質。
【請求項２５】
　前記１種または複数の第四級アンモニウム剤が、約３．５ｗｔ％から約４．５ｗｔ％の
臭化１－エチル－４－メチルピリジニウム、約１ｗｔ％から約７ｗｔ％の臭化１－エチル
－２－メチルピリジニウム、約１．５ｗｔ％から約２．５ｗｔ％の臭化１－メチル－１－
ブチルピロリジニウム、約１．５ｗｔ％から約２．５ｗｔ％の臭化１－ブチル－３－メチ
ルピリジニウム、約１．５ｗｔ％から約５ｗｔ％の臭化１－メチル－１－エチルモルホリ
ニウム、約０．５ｗｔ％から約１．５ｗｔ％の臭化Ｎ－メチル－Ｎ－エチルモルホリニウ
ム（ＭＥＭＢｒ）、約１４．５ｗｔ％から約１６．５ｗｔ％の臭化Ｎ－メチル－Ｎ－エチ
ルピロリジニウム、約２ｗｔ％から約３ｗｔ％の臭化トリメチルプロピルアンモニウム、
約２ｗｔ％から約８ｗｔ％の臭化テトラエチルアンモニウム、約０．０５ｗｔ％から約０
．２ｗｔ％の臭化セチルトリメチルアンモニウム、またはこれらの任意の組合せを含む、
請求項２３または２４に記載の電解質。
【請求項２６】
　Ｓｎ、Ｉｎ、Ｇａ、Ａｌ、Ｔｌ、Ｂｉ、Ｐｂ、Ｓｂ、Ａｇ、Ｍｎ、またはＦｅから選択
される１種または複数の添加剤を、１ｗｔ％未満さらに含む、請求項１から２５のいずれ
か一項に記載の電解質。
【請求項２７】
　前記１種または複数の添加剤が、約０．０００８ｗｔ％から約０．００１２ｗｔ％のＳ
ｎＣｌ２・Ｈ２Ｏ、約０．０００８ｗｔ％から約０．００１２ｗｔ％のＩｎ、またはこれ
らの任意の組合せから選択される、請求項２６に記載の電解質。
【請求項２８】
　酢酸、硝酸、およびクエン酸から選択される酸、または酸の共役塩基をさらに含む、請
求項１から２７のいずれか一項に記載の電解質。
【請求項２９】
　約０．３ｗｔ％から約０．６ｗｔ％の酢酸、約０．１２ｗｔ％から約０．０８ｗｔ％の
硝酸、約３．５ｗｔ％から約４．５ｗｔ％のクエン酸、または約３．５ｗｔ％から約４．
５ｗｔ％のクエン酸二水素カリウムを含む、請求項２８に記載の電解質。
【請求項３０】
　約０．０５ｗｔ％から約０．７５ｗｔ％のクラウンエーテルを含む、請求項１から２９
のいずれか一項に記載の電解質。
【請求項３１】
　約０．１５ｗｔ％から約０．５ｗｔ％の１８－クラウン－６、または約０．０５ｗｔ％
から約０．２ｗｔ％の１５－クラウン－５を含む、請求項３０に記載の電解質。
【請求項３２】
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　約２５ｗｔ％から約７０ｗｔ％のＺｎＢｒ２、
　約５ｗｔ％から約５０ｗｔ％の水、
　約１ｗｔ％から約１５ｗｔ％のＫＢｒ、
　約５ｗｔ％から約２０ｗｔ％のＫＣｌ、
　約０．５ｗｔ％から約５ｗｔ％のＣ１～１０グリコール、および
　約２ｗｔ％から約８ｗｔ％の臭化テトラエチルアンモニウム
を含む、双極静止二次ハロゲン化亜鉛電気化学セルで使用するための電解質。
【請求項３３】
　約０．０５ｗｔ％から約０．２ｗｔ％の臭化セチルトリエチルアンモニウム（ＣＴＡＢ
）をさらに含む、請求項３２に記載の電解質。
【請求項３４】
　約３．５ｗｔ％から約４．５ｗｔ％のクエン酸一水和物、または約３．５ｗｔ％から約
４．５ｗｔ％のクエン酸二水素カリウム一水和物をさらに含む、請求項３２または請求項
３３に記載の電解質。
【請求項３５】
　電解質の重量に対して約２７ｗｔ％から約４０ｗｔ％のＺｎＢｒ２、
　約３５ｗｔ％から約４１ｗｔ％の水、
　約７．３ｗｔ％から約９．２ｗｔ％のＫＢｒ、
　約７ｗｔ％から約１７ｗｔ％のＫＣｌ、
　約０．１５ｗｔ％から約０．５ｗｔ％の１８－クラウン－６、および
　臭化セチルトリメチルアンモニウムの約０．０５ｗｔ％から約０．２ｗｔ％
を含む、双極静止二次ハロゲン化亜鉛電気化学セルで使用するための電解質。
【請求項３６】
　約２ｗｔ％から約８ｗｔ％の臭化テトラエチルアンモニウムをさらに含む、請求項３５
に記載の電解質。
【請求項３７】
　約０．３ｗｔ％から約０．６ｗｔ％の酢酸をさらに含む、請求項３５または請求項３６
に記載の電解質。
【請求項３８】
　約１ｗｔ％から約２ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　２０００、または約０．２５ｗｔ％から
約０．７５ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　１０００を含む、請求項３５から３７のいずれか一
項に記載の電解質。
【請求項３９】
　約１ｗｔ％から約２ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　２０００、および約０．２５ｗｔ％から
約０．７５ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　１０００を含む、請求項３５から３７のいずれか一
項に記載の電解質。
【請求項４０】
　双極静止二次ハロゲン化亜鉛電気化学セルで使用するための電解質を調製する方法であ
って、
　ＺｎＢｒ２、ＫＢｒ、ＫＣｌ、および１種または複数の第四級アンモニウム剤を水性条
件下で混合して混合物を生成し、固形分が溶解するまで前記混合物を撹拌することを含み
、
　前記混合物が、
　　約２５ｗｔ％から約７０ｗｔ％のＺｎＢｒ２、
　　約１ｗｔ％から約１５ｗｔ％のＫＢｒ、
　　約５ｗｔ％から約２０ｗｔ％のＫＣｌ、
　　約０．０５ｗｔ％から約２０ｗｔ％の前記１種または複数の第四級アンモニウム剤、
および
　　約５ｗｔ％から約５０ｗｔ％の水
含む、方法。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３７５】
　前述の内容は、本発明の好ましい実施形態にのみ関するものであり、そこには、以下の
特許請求の範囲およびその均等物によって定義される本発明の精神および範囲から逸脱す
ることなく数多くの変更および修正を行ってもよいことが、明らかにされるべきである。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　約２５ｗｔ％から約７０ｗｔ％のＺｎＢｒ２、
　約５ｗｔ％から約５０ｗｔ％の水、および
　１種または複数の第四級アンモニウム剤
を含む、二次亜鉛臭素電気化学セルで使用するための電解質であって、
　前記電解質は、約０．０５ｗｔ％から約１０ｗｔ％の前記１種または複数の第四級アン
モニウム剤を含む、電解質。
（項目２）
　約１ｗｔ％から約１５ｗｔ％のＫＢｒ、
　約５ｗｔ％から約２０ｗｔ％のＫＣｌ
さらに含む、項目１に記載の電解質。
（項目３）
　約２７ｗｔ％から約４０ｗｔ％のＺｎＢｒ２を含む、項目１または項目２に記載の電解
質。
（項目４）
　約２８ｗｔ％から約３７ｗｔ％のＺｎＢｒ２を含む、項目１から３のいずれか一項に記
載の電解質。
（項目５）
　約１．５ｗｔ％から約７．５ｗｔ％のＺｎＣｌ２を含む、項目１から４のいずれか一項
に記載の電解質。
（項目６）
　約３０ｗｔ％から約４５ｗｔ％の水を含む、項目１から５のいずれか一項に記載の電解
質。
（項目７）
　約３５ｗｔ％から約４１ｗｔ％の水を含む、項目１から６のいずれか一項に記載の電解
質。
（項目８）
　約２ｗｔ％から約１０ｗｔ％のＫＢｒを含む、項目１から７のいずれか一項に記載の電
解質。
（項目９）
　約７．３ｗｔ％から約９．２ｗｔ％のＫＢｒを含む、項目１から８のいずれか一項に記
載の電解質。
（項目１０）
　約７ｗｔ％から約１７ｗｔ％のＫＣｌを含む、項目１から９のいずれか一項に記載の電
解質。
（項目１１）
　約０．５ｗｔ％から約１０ｗｔ％のグリムをさらに含む、項目１から１０のいずれか一
項に記載の電解質。
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（項目１２）
　前記グリムが、モノグリム、ジグリム、トリグリム、テトラグリム、ペンタグリム、ヘ
キサグリム、またはこれらの任意の組合せを含む、項目１１に記載の電解質。
（項目１３）
　前記グリムがテトラグリムを含む、項目１１または項目１２に記載の電解質。
（項目１４）
　約２ｗｔ％から約４ｗｔ％のテトラグリムを含む、項目１１から１３のいずれか一項に
記載の電解質。
（項目１５）
　ＤＭＥ－ＰＥＧ、ジメチルエーテル、またはこれらの任意の組合せから選択される、約
０．５ｗｔ％から約２．５ｗｔ％のエーテルを含む、項目１から１４のいずれか一項に記
載の電解質。
（項目１６）
　前記電解質がＤＭＥ－ＰＥＧを含み、前記ＤＭＥ－ＰＥＧが約３５０ａｍｕから約３０
００ａｍｕの平均分子量を有する、項目１５に記載の電解質。
（項目１７）
　前記ＤＭＥ－ＰＥＧが、約１２００ａｍｕから約３０００ａｍｕの平均分子量を有する
、項目１５または項目１６に記載の電解質。
（項目１８）
　前記ＤＭＥ－ＰＥＧが、ＤＭＥ－ＰＥＧ　２０００、ＤＭＥ－ＰＥＧ　１０００、また
はこれらの組合せである、項目１５から１７のいずれか一項に記載の電解質。
（項目１９）
　約１ｗｔ％から約２ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　２０００を含む、項目１５から１８のい
ずれか一項に記載の電解質。
（項目２０）
　約０．２５ｗｔ％から約０．７５ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　１０００を含む、項目１５
から１９のいずれか一項に記載の電解質。
（項目２１）
　約１ｗｔ％から約２ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　２０００、および約０．２５ｗｔ％から
約０．７５ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　１０００を含む、項目１５から２０のいずれか一項
に記載の電解質。
（項目２２）
　約０．１ｗｔ％から約１．０ｗｔ％のアルコールをさらに含み、前記アルコールが水に
対して実質的に混和性である、項目１から２１のいずれか一項に記載の電解質。
（項目２３）
　前記アルコールがＣ１～４アルコールを含む、項目２２に記載の電解質。
（項目２４）
　前記アルコールが、メタノール、エタノール、１－プロパノール、イソ－プロパノール
、１－ブタノール、ｓｅｃ－ブタノール、イソ－ブタノール、ｔｅｒｔ－ブタノール、ま
たはこれらの任意の組合せを含む、項目２２または項目２３に記載の電解質。
（項目２５）
　約０．２５ｗｔ％から約０．７５ｗｔ％のｔｅｒｔ－ブタノールを含む、項目２２から
２４のいずれか一項に記載の電解質。
（項目２６）
　約０．５ｗｔ％から約５ｗｔ％のＣ１～１０グリコールをさらに含む、項目１から２５
のいずれか一項に記載の電解質。
（項目２７）
　前記グリコールが、エチレングリコール、プロピレングリコール、１，３－ブチレング
リコール、１，４－ブチレングリコール、ネオペンチルグリコール、ヘキサレングリコー
ル、またはこれらの任意の組合せを含む、項目２６に記載の電解質。
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（項目２８）
　約０．２５ｗｔ％から約２．５ｗｔ％のネオペンチルグリコールを含む、項目２６また
は項目２７に記載の電解質。
（項目２９）
　約０．０５ｗｔ％から約２０ｗｔ％の１種または複数の第四級アンモニウム剤をさらに
含む、項目１から２８のいずれか一項に記載の電解質。
（項目３０）
　前記１種または複数の第四級アンモニウム剤が、塩化アンモニウム、臭化テトラエチル
アンモニウム、臭化トリメチルプロピルアンモニウム、臭化Ｎ－メチル－Ｎ－エチルモル
ホリニウム、臭化Ｎ－メチル－Ｎ－エチルモルホリニウム（ＭＥＭＢｒ）、臭化１－エチ
ル－１－メチルモルホリニウム、臭化Ｎ－メチル－Ｎ－ブチルモルホリニウム、臭化Ｎ－
メチル－Ｎ－エチルピロリジニウム、臭化Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリエチル－Ｎ－プロピルアンモ
ニウム、臭化Ｎ－エチル－Ｎ－プロピルピロリジニウム、臭化Ｎ－プロピル－Ｎ－ブチル
ピロリジニウム、臭化Ｎ－メチル－Ｎ－ブチルピロリジニウム、臭化１－メチル－１－ブ
チルピロリジニウム、臭化Ｎ－エチル－Ｎ－（２－クロロエチル）ピロリジニウム、臭化
Ｎ－メチル－Ｎ－ヘキシルピロリジニウム、臭化Ｎ－メチル－Ｎ－ペンチルピロリジニウ
ム、臭化Ｎ－エチル－Ｎ－ペンチルピロリジニウム、臭化Ｎ－エチル－Ｎ－ブチルピロリ
ジニウム、二臭化トリメチレン－ビス（Ｎ－メチルピロリジニウム）、臭化Ｎ－ブチル－
Ｎ－ペンチルピロリジニウム、臭化Ｎ－メチル－Ｎ－プロピルピロリジニウム、臭化Ｎ－
プロピル－Ｎ－ペンチルピロリジニウム、臭化１－エチル－４－メチルピリジニウム、臭
化１－エチル－２－メチルピリジニウム、臭化１－ブチル－３－メチルピリジニウム、臭
化セチルトリメチルアンモニウム、およびこれらの任意の組合せからなる群から選択され
る第四級アンモニウム剤を含む、項目２９に記載の電解質。
（項目３１）
　前記１種または複数の第四級アンモニウム剤が、塩化アンモニウム、臭化テトラエチル
アンモニウム、臭化トリメチルプロピルアンモニウム、臭化Ｎ－メチル－Ｎ－エチルモル
ホリニウム（ＭＥＭＢｒ）、臭化１－エチル－１－メチルモルホリニウム、臭化Ｎ－メチ
ル－Ｎ－エチルピロリジニウム、臭化１－メチル－１－ブチルピロリジニウム、臭化１－
エチル－４－メチルピリジニウム、臭化１－エチル－２－メチルピリジニウム、臭化１－
ブチル－３－メチルピリジニウム、臭化セチルトリメチルアンモニウム、およびこれらの
任意の組合せからなる群から選択される第四級アンモニウム剤を含む、項目３０に記載の
電解質。
（項目３２）
　前記１種または複数の第四級アンモニウム剤が、約３．５ｗｔ％から約４．５ｗｔ％の
臭化１－エチル－４－メチルピリジニウムを含む、項目２９から３１のいずれか一項に記
載の電解質。
（項目３３）
　前記１種または複数の第四級アンモニウム剤が、約１ｗｔ％から約７ｗｔ％の臭化１－
エチル－２－メチルピリジニウムを含む、項目２９から３２のいずれか一項に記載の電解
質。
（項目３４）
　前記１種または複数の第四級アンモニウム剤が、約１．５ｗｔ％から約２．５ｗｔ％の
臭化１－メチル－１－ブチルピロリジニウムを含む、項目２９から３３のいずれか一項に
記載の電解質。
（項目３５）
　前記１種または複数の第四級アンモニウム剤が、約１．５ｗｔ％から約２．５ｗｔ％の
臭化１－ブチル－３－メチルピリジニウムを含む、項目２９から３４のいずれか一項に記
載の電解質。
（項目３６）
　前記１種または複数の第四級アンモニウム剤が、約１．５ｗｔ％から約５ｗｔ％の臭化
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１－メチル－１－エチルモルホリニウムを含む、項目２９から３５のいずれか一項に記載
の電解質。
（項目３７）
　前記１種または複数の第四級アンモニウム剤が、約０．５ｗｔ％から約１．５ｗｔ％の
臭化Ｎ－メチル－Ｎ－エチルモルホリニウム（ＭＥＭＢｒ）を含む、項目２９から３６の
いずれか一項に記載の電解質。
（項目３８）
　前記１種または複数の第四級アンモニウム剤が、約１４．５ｗｔ％から約１６．５ｗｔ
％の臭化Ｎ－メチル－Ｎ－エチルピロリジニウムを含む、項目２９から３７のいずれか一
項に記載の電解質。
（項目３９）
　前記１種または複数の第四級アンモニウム剤が、約２ｗｔ％から約３ｗｔ％の臭化トリ
メチルプロピルアンモニウムを含む、項目２９から３８のいずれか一項に記載の電解質。
（項目４０）
　前記１種または複数の第四級アンモニウム剤が、約２ｗｔ％から約８ｗｔ％の臭化テト
ラエチルアンモニウムを含む、項目２９から３９のいずれか一項に記載の電解質。
（項目４１）
　前記１種または複数の第四級アンモニウム剤が、約０．０５ｗｔ％から約０．２ｗｔ％
の臭化セチルトリメチルアンモニウムを含む、項目２９から４０のいずれか一項に記載の
電解質。
（項目４２）
　Ｓｎ、Ｉｎ、Ｇａ、Ａｌ、Ｔｌ、Ｂｉ、Ｐｂ、Ｓｂ、Ａｇ、Ｍｎ、またはＦｅから選択
される１種または複数の添加剤を、１ｗｔ％未満さらに含む、項目１から４１のいずれか
一項に記載の電解質。
（項目４３）
　前記１種または複数の添加剤が、約０．０００８ｗｔ％から約０．００１２ｗｔ％のＳ
ｎＣｌ２・Ｈ２Ｏ、約０．０００８ｗｔ％から約０．００１２ｗｔ％のＩｎ、およびこれ
らの組合せから選択される、項目４２に記載の電解質。
（項目４４）
　酢酸、硝酸、およびクエン酸から選択される酸、または酸の共役塩基をさらに含む、項
目１から４３のいずれか一項に記載の電解質。
（項目４５）
　約０．３ｗｔ％から約０．６ｗｔ％の酢酸を含む、項目４４に記載の電解質。
（項目４６）
　約０．１２ｗｔ％から約０．０８ｗｔ％の硝酸を含む、項目４４または項目４５に記載
の電解質。
（項目４７）
　約３．５ｗｔ％から約４．５ｗｔ％のクエン酸を含む、項目４４から４６のいずれか一
項に記載の電解質。
（項目４８）
　約３．５ｗｔ％から約４．５ｗｔ％のクエン酸二水素カリウムを含む、項目４４から４
７のいずれか一項に記載の電解質。
（項目４９）
　約０．０５ｗｔ％から約０．７５ｗｔ％のクラウンエーテルを含む、項目１から４８の
いずれか一項に記載の電解質。
（項目５０）
　約０．１５ｗｔ％から約０．５ｗｔ％の１８－クラウン－６を含む、項目４９に記載の
電解質。
（項目５１）
　約０．０５ｗｔ％から約０．２ｗｔ％の１５－クラウン－５を含む、項目４９または項
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目５０に記載の電解質。
（項目５２）
　電解質の重量に対して、約２７ｗｔ％から約４０ｗｔ％のＺｎＢｒ２、
　約３５ｗｔ％から約４１ｗｔ％の水、
　約７．３ｗｔ％から約９．２ｗｔ％のＫＢｒ、
　約７ｗｔ％から約１７ｗｔ％のＫＣｌ、
　約０．３ｗｔ％から約０．６ｗｔ％の酢酸、および
　約２ｗｔ％から約８ｗｔ％の臭化テトラエチルアンモニウム
を含む、二次ハロゲン化亜鉛電気化学セルで使用するための電解質。
（項目５３）
　約０．０５ｗｔ％から約０．２ｗｔ％の臭化セチルトリエチルアンモニウム（ＣＴＡＢ
）をさらに含む、項目５２に記載の電解質。
（項目５４）
　約３．５ｗｔ％から約４．５ｗｔ％のクエン酸一水和物をさらに含む、項目５２または
項目５３に記載の電解質。
（項目５５）
　約３．５ｗｔ％から約４．５ｗｔ％のクエン酸二水素カリウム一水和物をさらに含む、
項目５２から５４のいずれか一項に記載の電解質。
（項目５６）
　電解質の重量に対して約２７ｗｔ％から約４０ｗｔ％のＺｎＢｒ２、
　約３５ｗｔ％から約４１ｗｔ％の水、
　約７．３ｗｔ％から約９．２ｗｔ％のＫＢｒ、
　約７ｗｔ％から約１７ｗｔ％のＫＣｌ、
　約０．１５ｗｔ％から約０．５ｗｔ％の１８－クラウン－６、および
　臭化セチルトリメチルアンモニウムの約０．０５ｗｔ％から約０．２ｗｔ％
を含む、二次ハロゲン化亜鉛電気化学セルで使用するための電解質。
（項目５７）
　約２ｗｔ％から約８ｗｔ％の臭化テトラエチルアンモニウムをさらに含む、項目５６に
記載の電解質。
（項目５８）
　約０．３ｗｔ％から約０．６ｗｔ％の酢酸をさらに含む、項目５６または項目５７に記
載の電解質。
（項目５９）
　約１ｗｔ％から約２ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　２０００を含む、項目５６から５８のい
ずれか一項に記載の電解質。
（項目６０）
　約０．２５ｗｔ％から約０．７５ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　１０００を含む、項目５６
から５９のいずれか一項に記載の電解質。
（項目６１）
　約１ｗｔ％から約２ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　２０００、および約０．２５ｗｔ％から
約０．７５ｗｔ％のＤＭＥ－ＰＥＧ　１０００を含む、項目５６から６０のいずれか一項
に記載の電解質。
（項目６２）
　二次ハロゲン化亜鉛電気化学セルで使用するための電解質を調製する方法であって、
　ＺｎＢｒ２、ＫＢｒ、ＫＣｌ、および１種または複数の第四級アンモニウム剤を水性条
件下で混合して混合物を生成し、固形分が溶解するまで前記混合物を撹拌することを含み
、
　前記混合物が、
　　約２７ｗｔ％から約４０ｗｔ％のＺｎＢｒ２、
　　約７．３ｗｔ％から約９．２ｗｔ％のＫＢｒ、
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　　約７ｗｔ％から約１７ｗｔ％のＫＣｌ、
　　約０．０５ｗｔ％から約２０ｗｔ％の前記１種または複数の第四級アンモニウム剤、
および
　　約３５ｗｔ％から約４１ｗｔ％の水
含む、方法。
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